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１ 書物に込められた願い 人はなぜ記録を残すのか 








 ①正史とは何か → 正しい歴史記録ではなく、正当性を示す歴史記録 

























 ①始皇帝の焚書（B.C.213 年） 
 ②『永楽大典』（永楽 6（1408）年）22,877 巻・11,095 冊・目録 60 巻 
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  ① 前近代：為政者、史官→一部の支配階級や知識階級 
  ② 近代：公的機関、言論機関、一定の知識人 






 3. 資料を後世に伝える必要性 
   ① 歴史を残すため  
→ ・どんな学問分野でも発展の軌跡を残す必要がある 
  ・人類のリスクマネジメント 








   
  （２）具体的に何からはじめるか：東大経済学部資料室の例を交えて 
   ① 設置根拠も含めた機関としての存立基盤の明確化 
     【東大経】大学図書館、教員ポスト 
   ② 機関の歴史に根ざした蔵書や組織の特徴の把握と特色化 
     【東大経】東大が自前で取り組まねば保存されない情報は何か 
企業資料、官－企業－労働のトライアングル 
          劣化する資料への対策の必要性 
 
  （３）存立基盤の明確化と特色化の次にすべきこと 
   ① 特色を生かすための証拠収集 
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      ・歴史的経緯に基づいた説明 
・目的遂行に必要な時間、金額、労働力等の具体的な数値 
 
  ② 決定した方向性のアピール方法 
     ・利用者への丁寧な説明→図書館の常識は利用者の非常識 
     ・間接サービスこそ利用者のことを考えたサービスであることのアピール 
       [例]1) カウンターでは、利用者の方々が資料を気持ちよく利用できるよう資 
料保存作業をしております。このため、カウンター対応が遅れる場 
合もありますが、どうかご理解ください。 
        2) 東大経済資料室の利用の手引き 
 
（４）直接サービス方法の見直し：誠実な直接サービスへ 
    ・「できません」だけで済まさない：理由の説明と代替方法の案内 
    [例]劣化資料のため複写できません→代替物を作るか写真撮影など対処で 
きる方法を考えるべき、少なくとも先送りしない姿勢を見せる。 
      ・OPAC だけが全てではない→ブラウジングの重要性、蔵書解題・解説 
      ・インターネットの効果的利用（Web サイト、ブログ、Twitter、RSS など） 




      ・図書に限らず図書館の有する情報（伝統、歴史も含む）は全て切り札 
      ・デジタル資料の重要性→デジタルか紙かの議論は不毛。どちらも重要 
      ・専門性とは何か、専門家とは何か 
       1）自ら主張しないと専門家と認識されないのは専門家では無い。 
       2）自分の専門外のことについては適当な専門家を紹介できる能力のある人。 
       3）専門家を納得させるものと、専門外の人を納得させられる使い分けがで 
きる人。→図書館は自らを説明してきたか！ 
       4）自分の専門分野以外に理解のある人。 
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 表 二十四史一覧 
 書 名 編 纂 者 備   考 




2 漢 書 （後漢）班 固 （唐）顔師古 注 




4 三国志 （晋） 陳 寿 （宋）裴松之 注 
⑤ 晋 書 （唐） 房玄齢 他 （唐）太宗御撰 
6 宋 書 （南斉）沈 約 一部欠失（『南史』で補填） 
7 南斉書 （梁） 蕭子顕  
⑧ 梁 書 （唐） 姚思廉  
⑨ 陳 書 （唐） 姚思廉  
10 魏 書 （北斉）魏 収 一部欠失（『北史』等で補填） 
⑪ 北斉書 （唐） 李百薬 欠失多し（『北史』等で補填） 
⑫ 周 書 （唐）令狐徳棻 他 一部欠失（『北史』等で補填） 
⑬ 隋 書 （唐）魏徴、長孫無忌 志は長孫無忌等撰『五代史志』 
⑭ 南 史 （唐） 李延寿  







 （後晋）劉 昫 他 
一旦完本は散逸。明代に宋刊本を集めて復旧 
17 新唐書 （北宋）欧陽修、宋祁  
18 旧五代史 （北宋）薛居正 他 散逸 現行本は『永楽大典』からの輯本 
19 新五代史 （北宋）欧陽修  
20 宋 史 （元）脱脱  
21 遼 史 （元）脱脱  
22 金 史 （元）脱脱  
23 元 史 （明）宋濂 他  
24 明 史 （清）張廷玉 他  
 
